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1　序
　　　　　　　　　1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）　シルクスクリーンの起源は古代アジアのステンシル（型紙）印刷にあると云われるが，日本に
　　　　　　　　3　おいては白子型紙の発明がその最初に当ると考えられている。シルクスクリーンとは，印刷版式
の一種で，絹目を通してインクを被印刷体に圧着させる，一種の孔版印刷法である。これは19世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）紀に考案された騰写板と原理的には同一であるが，絹地をより自由に選択的に利用する点に特色
があり，絹地そのものの巧みな活用から，特にその芸術的表現を強調したものに対しては，セリ
グラフSerigraphy（絹による版画）とも呼んでいる。
　我国では，17世紀に既に毛髪によって切り抜き部分の形をとめた染色型紙が工夫され，1839年
には毛髪に代って糸入型紙が考案されて，更に細かな模様をもった型紙を作ることができるよう
になった。これはシルクスクリーンのステンシルと全く同一方法のものであるが，この日本の毛
髪式型紙や糸入型紙からヒントを得た英国人Samuel　Simonが，絹布を使用する印刷法を工
夫し，1907年リッチモンド市においてパテントを得た。これが，シルクスクリーンの最も基本的
な技法のシルクスクリーンステンシルの正式な起源である。商業ベースとしてのシルクスクリー
ンは，第1次大戦直後に米国のニューヨークやサンフランシスコで一般化され，第2次大戦前ま
でにその商業的利用法は一応完成されて諸方面に活用されてきている。1938年以後にAnthony
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　Velonisがこの印刷法を芸術的に発展させたものがセリグラフである。
　シルクスクリーンと騰写版印刷との性質の相異は，同じスクリーン（絹）を使用していても，
騰写版印刷ではこれが原紙を補強する目的で，いわば支持体として用いられるのであって，版そ
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のものとなるものではないのに対し，シルクスクリーン印刷では，スクリーン自体が版を構成し，
これがなくては版が成立しないのである。
　シルクスクリーンは，手技または光化学的な方法を用いて，必要な部分，すなわち原画の印刷
する部分の絹目を残して，その他の絹目を潰した版を作り（製版），その残された絹目にインク
を加圧摺動する（印刷）ことにより，印刷する部分の絹目よりインクを押出して印刷する方法で
ある。今日では絹にかぎらずナイロン，テトロンなどの合成繊維やステンレスの網も使われてい
るのであるが，一般にこれらも含めてシルクスクリーンと呼んでいる。
　シルクスクリーソは，設備，経費が少なくて，その割に多色で自由な大きさの印刷が容易にで
き，また，その印刷的特性から，かなり粗雑な面，硬い面，柔い面そして平面だけでなく曲面に
も印刷することができる。また，インクもスクリーンの面を通り被印刷面に接着するものなら何
でも使用できるので，あらゆる素材にプリントできる。
　さらにこの印刷法によると，インクの層が他の版式と比べて非常に厚く塗付され被覆力，隠蔽
力が大きいので，一般の印刷法では不可とされる濃色または暗色上に淡色または明色を刷り重ね
る事が容易である。このような印刷インク・印刷適材の多様性から，シルクスクリーンは，デザ
イソをはじめ多くの造形表現の分野に適合する可能性が大である。ポスター，パッij－　“一ジその他
のグラフィックデザイン関係のもの，また，絵画（版画）作品，染織のプリント，陶磁器やガラ
ス容器の絵付け，ビニールやポリエチレソなどのプラスチックへの印刷，ネームプレート，プリ
ント配線，その他，各種の工芸，工業方面に広く利用され，益々その使用分野は広まってきてい
る。
　シルクスクリーンのもっもう一っの大きな特徴は，他の印刷法と比べて製版・印刷方法が非常
に簡単であって，短時間内に技術習得ができるので，小・中学校でも容易に手がけることができ
る。その点，先にのべた設備や経費が比較的少なくてすむ点と合わせて，教育の場にあって，作
品制作の手段として利用価値が大であることと思われる。
　これらの点を考慮した結果，本学のデザインの実技にあっては，ポスターカラーによる制作に
代えて，初めよりシルクスクリーンによって制作するということを実験的に試みているが，多く
の点で利点が認められるので，これまでに得られた若干の知見とともに以下にその経過と考察を
報告する。
ll一般的な製版法の種類と，それぞれの表現効果の特徴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　シルクスクリーソは，枠とスキージーがあれば，誰にでも出来る単純な手法である。その手法
は製版法によって，次の4種に分類することができる。
　1）直接製版法
2）間接製版法
3）直接感光法
4）間接感光法
　　　　　　　　　　　　　　の1）直接製版法　Glue　stenci1．
　ブロッキングBlocking法（描画法）とも云う。枠張りした絹布に直接絵や文字を描いて版
を作る方法で，非常に手軽にでき，版の原理も理解しやすい方法である。印刷物の刷り上りは，
絹目をふさいだりあけたりして版をつくるため，輪郭線は絹目にそった直線あるいは階段状とな
るため，例えば，なめらかな細い曲線を含む絵や文字の製版には適さないと云えよう。ぼかし等
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のような比較的柔らかい表現効果に向いていると云える。
2）　間接製版法　Cut－out　stenci1
　カッティング法（切り抜き法）とも云う。原画の輪郭線だけをコピーし，その上に絹以外の素
材（紙・ゼラチンなどを用いる）を張りっけ，必要な絵や文字の部分を切り抜きCut－outして
から，改めて枠張りした絹布の方へ転着させる方法である。カッティングによって非常にシャー
プな線が得られ，エッジもきれいに表現できるので，曲線・直線が原画以上に明確に且っなめら
かに表現され得る。直接製版法より，かなり細かな文字でも精度の高い版ができ，しかも，失敗
が少ない。但し，こまかい図柄や文字を版にする場合には，高度で精密なカッティングの技術が
要求されるので，初心者には困難なことが予想され，時間的にも，多少の余裕を見ておくことが
必要である。
3）直接感光法　photographic　stencil
　枠張りした絹布の上に直接感光剤を塗布し，乾燥させてから，その上にポジフィルムを置いて
圧着し，感光させて版を作る方法である。この方法で作られた版は，非常に強固である。ただ
し，感光剤を均一に塗布する技術が必要とされる点に注意しなければならない。その製版法の性
質から，写真自体や活字など手による描法による以外のものも活用できる点で，グラフィカルな
効果を一層拡げ得る方法である。
4）間接感光法　photographic　stencil
　枠張りした絹布に直接焼きっけることをせず，紙あるいは，プラスチックのベースに感光膜
を作って，それに原画をトレースしたフィルムを圧着させて焼きっけ，現像した画像をスクリー
ン上に転写する方法である。間接感光法は，直接感光法より精密で，シャープな版が得られ，ま
た，作業が簡単で時間がかからないのが長所であるが，版の耐久力は直接感光法より劣り，費用
も高くっき，また，伸縮が起りやすい欠点がある。
　以上の各手法は，それぞれ教育の場で利用できるものであるが，本学における授業では，設備・
技術的な点などを考慮した結果，上記の中第4の間接感光法による製版法を除外した，1～3ま
での各方法によって行った。
皿　学校教育における各技法の得失
　授業内容にシルクスクリーンの技法をとり入れる場合，デザイン，あるいは美術の専門課程を
おいていない学校では，その作業場として，一般の講義室を使用せざるを得ないため，シルクス
クリーンに必要な諸設備は置きにくい。したがって，感光法のように，水道・流し・湯わかし・
光源あるいは感光台・暗幕などの設置を必要とする技法よりも，これらの設備が無くても出来る
直接法（Ghle　stenci1）か，聞接法（Cut－out　stenci1）などの簡単な方法が有利であろうと考
えられる。
　直接法の場合，製版時あるいはインクの調合時にガソリンを使用する。また，間接法において
も，絹再生液を使用する場合に，それらの揮発成分による悪臭や毒性があるので，教室に揮発成
分が充満する結果の悪臭や中毒症状を避ける配慮が必要である。窓を開放することは，風などの
障害があるから，換気扇をとりっける方法がとれれば便利である。しかし，さほど大きなものを
あっかうのでなければ，あるいはまた，短時間内で行う授業ならば，特に重大な障害と考える必
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要は無いと思われる。作業全体は，騰写版印刷のそれと類似のものであるから，比較的安直に取
組むことができるし，また学生も容易に親しめることと思われる。
　美術，あるいはデザインの授業の一部としてシルクスクリーンを行う場合，設備からみて，
またシルクスクリーン本来の印刷原理を生かす意味からも，カッティング法が一番用いやすいよ
うである。この技法は，技術的にも比較的容易であり，また初心者にあっても失敗が少ない。印
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8　刷しようと考える形体を切り抜き去ったカッティングペーパーを，予め枠ばりしておいた絹にア
イロソで加熱してはりっけるだけの作業で版ができ上るからである。また，使用ずみの版は，ア
イロンで，再度加熱することによってカッティングペーパーをはがし，絹再生液（これはテトロ
ンにも使用可能である）で絹目のふさがりをとることにより，一っの絹ばりした枠をくりかえし
て別の版をっくるのに使用することができる。しかし，この技法では，当然輪郭のはっきりした
形体の表現しかできない。従って刷り上りは硬い感じのものにしかならないし，一般に単純な感
じをさけることが困難でもある。そこで，ぼかし，濃淡などやわらかい複雑な表現をするために，
直接法を挙げることができる。この方法は手描きしたクレヨンその他の油性系の色材の場合には
ガソリンで溶去して製版するため，前にふれたように，教室内がガソリン臭くなるのを避けるこ
とを考えねばならない。この直接法によれば，絹面に直接手描きする方法以外に，フロッタージュ
frottageによるパターン，あるいはi霧吹きによるぼかしの効果なども容易に利用することが
出来る。（図1）その他，いも版・蓮根版等も製版することにより効果的に印刷することができ
る。
　以上のような，ごく基礎的な技術を知ることにより，学生達はポスターはもとより，案内板・
表示板・標識・シンボルマーク・サイソ等各種のものを，直接彼らの手によって作ることがで
きる。このことから，印刷する材料についても若干ふれる必要があろう。
　一般にはシルクスクリーソは紙面に印刷するものであるが，これらの他，化学紙・布・芯地あ
るいはまた木・プラスチヅク・金属板などいずれの材料を対象としても，容易に印刷することが
できる。また紙・布・木などインクで直接印刷して完成する以外に，更に他の工程による処理を
加えて完成させる方法もある。たとえばアルミ板にグラ
ンドインクで印刷したものを塩酸などの強酸の中に入
れ，印刷してない，アルミの露呈した部分を腐蝕させ，
その後，インクをとりさることにより，インクそのもの
による形体の表現とは別の，アルミ材料の光沢のある部
分と腐蝕されてっやのなくなった部分とになり，インク
ではみられない形の表現をたのしむことができる。　（図
2）また，腐蝕部分へ塗料を塗付しアルミの光沢面と対
比させる効果も考えられる。しかし，その腐蝕するさい
の発熱が予想以上に高いこともあるので注意が必要であ
る。たとえば蝋のような低温でとける材料をイソクのか
わりに用いることは避けなければならない。
　布地の場合にはインクに，顔料捺染用のものをつかう
ことによって，プリソトすることが容易にできる。服地
・カーテン地・ナプキン・テーブルクロスなどから，既
成品ヘワンポイントの柄を入れるなどいろいろな活用が
考えられる。
図2　塩酸13％溶液使用。腐蝕時間8分45秒
化学紙への印刷は，一般にインクの発色が紙や布地よりも良好となって，特殊な効果が得られ
68 奥野勝治・小町谷尚子
る。そのことによって学生自身の色彩感覚や色彩効果についての認識を拡大することが可能であ
ろう。
IV課題について
　筆者は過去に東京芸術大学，愛知県立芸術大学などにおいて，シルクスクリーン課題の経験は
多少あるが，本学においては，デザイン実技の課題のうち，シルクスクリーンによる課題は，今
迄に実施した範囲では2年生を対象として，年2回行っている。そのうち1回目は，全員必修で
あり，他の1回は，シルクスクリーンを含むいくっかの課題のうちから1っを学生に選択させて
行うものである。
　今迄に行ってきたシルクスクリーンの課題数は多いとはいえないが，その実施の報告を以下に
したい。
　実施課題は次のようなものである。
　1　課題
　期間はいずれも5週間（180分が5回）である。
課題　1　　「クリスマスカード　または年賀状」
　　条　　件　　イ）カードの大きさ自由
　　　　　　　　ロ）使用色数は自由
　　提出形式　　カードの状態で1枚を提出
課題　］］1
　　条　　件
提出形式
「チョコレートのためのパッケージ」
イ）使用色数は自由
ロ）商品名は各自のネーミングによる
ハ）印刷過程（製版・色数など）による価格差にっいては考えない
市販品のように包装した状態で1ダースを提出
課題　皿　　「カレンダー製作」
　　条　　件　　イ）「四季の感情表現」をテーマとして，12ケ月を4枚にまとめる
　　　　　　　　ロ）原画はB全判パネル（横位置2枚におさめる）
　　　　　　　　ハ）使用色数は自由
　　　　　　　　二）印刷は原画の原寸
　　　　　　　　ホ）印刷は紙の他，芯地（シ・一一・’チング及び不織布）に各一部印刷すること
　　提出形式　　イ）原画はパネル貼り提出
　　　　　　　　ロ）刷り上り各5部を提出
　2　シルクスクリーンを用いた目的
　本学での学生は，デザインの専門教育でないことと，中学・高校ともに美術・デザインの授業
時間数が少ない（高校において美術を選択していない者も多い）ため，デザイン実技においては
特に技術面が，きわめて未熟な状態で入学してくる。したがって，鳥口を使って平行線をひいた
り，なめらかな曲線を描いたり，また大きな色面をむらなく均一にぬったり，あるいは紙面をよ
ござずに多数の色をぬるなど，基本的な技術が未熟であるために，作品のプレゼンテーションが
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著しく拙劣になる。このことは，いずれの大学でも同じであろうと思われるが，それが原因とな
って学生達自身も積極的に実技をしたがらない傾向にある。
　そこでシルクスクリL－一一一ンの技法をとり入れることにより，彼らの手技による表現技術の未熟さ
をかなりの程度までカバーすることが可能である。それによって学生達の消極的な制作態度を容
易に解決することカミできる。事実その刷り上りを見て，予想していた以上のものをそこに発見し，
喜びでいっぱいという表情をする学生が多い。その点だけを見ても，シルクスクリーンの教育上
の有効性は大いに認めることができよう。また，場合によっては，予期しない，偶然の印刷効果
をみいだし，それがまた作品にプラスすることもある。そのことによって彼ら自身の制作への自
信につながると同時に，構想の拡大が技法の進歩とともにみられる。作品の発想や構想が比較的
未熟・稚拙な状態で入学してきた学生たちが，シルクスクリーンの技法を使いこなすことにより，
作品上の試索が諸々の方面に追求できることによって，より豊かに効果的に伸びてゆく傾向も多
く認めることができる。
　1つのパタ』一ンを単位として，それをくり返すことにより，より広い面積を連続的に展開して
うめることもできるし，また同パターンを何枚も作ること，っまり複数枚を量産することによっ
て自分のモチーフの可能性を，多くの試作で確認することも可能である。さらに学生に興味をも
たせるものは，1っのパターンをいろいろな色のインクによってプリントすることにより，予想
以上に自分の作品が変化することをしり得ることであり，また，いままで使ったことのない色を
組み合せて使うことが容易であるので，版自体の固有の可能性を識り得るのでもある。それによ
って新しい色彩効果をしり，広い色彩表現の世界に入りこむことができるとともに，それに伴っ
て，彼ら自身の色彩感覚も発達していく点にも大きい利点を認めることができる。
　ポスターカラーなどによる一品制作のものとくらべて，かなり思いきった配色を，それほどこ
わがらずに，ためしてみることができることも，教材としての有効性として考えることができる。
加えて，ポスターカラーなどによる手描きの作品に比べて，いわゆるハンドメイドの自家製品ら
しからぬ，刷り上りの効果をもっ作品という点に，彼らが作品と自分とを対置して考えることの
利点を挙げなくてはならない。原画とプレゼンテーショソとの関係を，目のあたりに実見して，
彼らの作品の力を，社会的な視野に立って判断することが可能であるからである。
　3　学生の表現技法にっいて
　今迄にみられた学生の作品結果からみると，各製版法にっいての使用分布では，かなりの偏り
が認められるが，それが必ずしも作品の表現効果の有効性との結びっきによるものではなくして，
技法的な安易さに走った結果であることから，教育的な考慮がより必要であろうと考えられる。
　以下に，それに関連しての各課題にっいての経過を分析して述べたい。
　「クリスマスカード」（課題1）の課題の場合は，感光法はとり入れず，専らブロッキング法
（直接法）とカヅティング法（間接法）の2種類の製版法のみに限って行った。これは本学学生
への初めての実施であることから，一応安全の線を考えたためである。
　制作されたカード16点には合計50版が用いられたが，ブロッキング法は14（28％），カッティ
ング法は36（72％）という割合になっている。これはプロッキソギ法と比べて，カッティング法
の方が失敗する率が少なく，作業の手間がかからず技術的にもやさしいため，カッティソグ法で
できる部分は，できるだけ多くカッティング法で製版したためとみられる。
　「チョコレートのパッケージ」（課題］1）の課題では，学生の作業能力の程度が一応確められ
たので，ブロッキング法，カッティング法に加えて，直接感光法をとり入れて行った。
　この課題に用いた直接感光法の設備は，当初500Wのフラッドランプを利用した手造りの感光
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）台を用いたが，課題の途中からシルクスクリーン用感光台を入手できたので後半は専らこれを使
用した。
　当地では，まだ材料の入手が不便であって，感光用のフィルムやオペキューが手に入らなかっ
たため，代りにトレーシングペーパーに製図用インク（黒色）で描き，描画終了後に上からガソ
リンをかけて半透明の状態にしたものを，感光用のフィルムとした。この感光法は，文字による
部分のように，カッティング法ではこまかすぎて学生の技術では困難な部分を製版するのに用い
た。また，パッケージのデザインのうち，交字と同色の部分は，1っの絹ばりした枠の中におさ
めて，同時に感光製版して絹と枠とを節約した。
　チョコレートのパッケージは13点提出されたが，版数は合計36版でそのうち，ブロッキング法
3（8％），カッティング法12（36％），直接感光法21（58％）の割合となっている。
　以上2課題の結果から云えることは，シルクスクリーンの課題を進めるに当って，シルクスク
リーン印刷技法の解説からはじめたために，学生が技法的に安易な方法をまつ選び，そして，そ
の技法に適合し易そうなデザインでまとめてしまう傾向がみられたことである。デザインは技術
の制約を受けることが，当然の一面であるとはいっても，印刷技法が，デザイン発想に制約を加
えることになっては，デザインの授業として危険である。技術の制約下での発想では乏しいもの
しか生れ得ないし，それではデザインの授業をすること自身がマイナスとなろう。このままでは，
アイディアの発想を豊かにする目的に対して逆効果にもなりかねないと感じたため，次回のシル
クスクリーンの授業を進めるにあたって，その方法を再検討することが必要となった。
　次の課題として，四季の感情表現をテーマとしたカレンダー制作を行った。この課題では，シ
ルクスクリーン印刷の技法をまったく講義せず，先ずデザインからはじめた。各自思い思いの描
画法で四季を表現した。B全判パネル2枚に四季を描く課題は，デザインそのものの課題として
も，彼らにとっては負担が大である様子がうかがわれ，予定した期聞をオーバーした。描画法も
使用色数もまったく自由なために，それぞれの原画に従って製版するさいに学生1人1人（15名）
に昨年度までの技法の講義に代えての個人的な指導をすることが必要となった。
　カレンダーそのものの数字と文字とは，5種類の書体の版（感光法による）を予め用意してあ
ったので，学生はこれらのうちから，自分のデザインにあうと思われる書体を1種だけ選び，こ
れを12ケ月にわたって使用した。
　イソクをねること，そして，スキージーを手にして刷ることなど，一っ一っが生れてはじめて
の体験であって，それに夢中になるために，たとえば2月の日数を，うっかり31日まで印刷して
しまつた学生が何人かあった。しかし，以前のように技法的なものが課題の発想に影響するとこ
ろは全くなかったとみられた。従って原画制作以後の製版過程からの負担が指導する側に大とな
る欠陥はあるとしても，この方法がより優れた結果を生むと考えられる。
　15人のカレンダー各4枚の合計60点のイラストレーションに使用した版は合計461版である。
プロッキソグ法111（24％），カッティング法317（69％），よけぬり法29（6％），感光法4（1
％）である。
V　手法と表現上の問題
　課題において学生が用いた技法のうち，彼らの失敗した作例からみると，次のようなことが云
えそうである。
　シルクスクリーン印刷においては，初心者でも，それほどむずかしい高度な技術は要求されな
い。もし失敗するとしたら，次の4っのうちのいずれかにおいてである。
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①絹のはり方
②版のつくり方
③インクのかたさと刷り方
④色の調合
　①の絹を張る段階においては，特に「カレンダー」の課題のときは内側47cm×65cmの枠と65cm
×90emの枠の2種類を使用したため，枠が大きすぎて張りにくく，それぞれの学生に対して個人
指導したため，それそほどの失敗はみられなかった。ただ，製版のころになって，何人かの枠の
絹が部分的にはがれてきたので，ボスチック（速乾性の接着剤）を使って部分のはがれを修正し
た。その後，絹布貼付液あるいは速乾ニス等を，はじめの木工用ボンド（CH3）のかわりに使用
してみたが，課題では経済的理由から絹のかわりにテトロンを使用したため，アイロンの温度を
高くすることができず，そのためか接着力がよわく，学生の絹ばりには適さないように思われた。
さらにボンドHMも使用を試みたが，いつれにしてもアイロンかけが，絹よりテトロンの方が低
温度であるためか，あるいはまた，ボンドのぬり方がむらで不十分なためか，二・三部分的には
がれた枠があった。
　　　　　　　　　　　　　　　　10）　絹張りに学生が使用したアイロンには，30度と60度の2段階の温度調節スイッチがっいている
が，60度スイッチを入れたままにしておくと，60度以上の温度になってしまうため，常に30度と
60度を切り変えなければならなかった。学生のうち1人だけ温度を上げすぎて一部分小さなアイ
ロンこがしをっくってしまった。この部分は補強剤をぬって処理しておいた。。また絹張りした
枠を移動している時にぶっけて，小さな破れをっくってしまった学生もあったが，これは，その
部分だけ裏からグランド原紙（カッティングペーパー）を張り付け，表から補強剤をぬってふさ
いだ。いずれもその後の作業に，全く影響がみられなかった。
　②カッティング法の製版に際しては，先ず原画をコピーする紙に，特別の厚手の紙（たとえば
ボール紙など）を使わずに，一般のケント紙（175ks～200kg）を使用した場合に，アイロンで原
紙を絹に張りっけた後は，ケント紙が多少のびて少したわんだ状態になる。これを使って以後2
版目，3版目をくり返し版を作ると刷りの段階において，通常のごとく重ねを1～2ミリみたと
しても，版があわない状態が生じる。従ってこれをふせぐには，厚手のしっかりした台紙に，原
画をコピーしなければならない。また，鉛筆でコピーした上から，さらに細い万年筆などでなぞ
っておくと上から蝋でこすったときに，鉛筆のように線がすれて，切角とったコピーがぼけるよ
うなことがなくてすむ。
　同じカッティング法の場合に，良く注意して見ていても，糸くずのような小さな切りくずをっ
けたままアイロンをかけてしまうことがある。この場合は，そのきずとなった部分だけ，絹再生
液かアルコールをおもてからっけて，裏から，っめでひっかいてはがすようにしてとる。カッテ
ィソグした後，切りとるときにまちがえて，ネガティブな版を作ってしまった学生が1人いたが，
枠にはりっける直前に気づいて，カッティグしなおした。また，まちがえて，あるいはうっかり
ナイフをおいたところは，印刷のさい鮮明に刷り上ってしまうので，補強剤または原紙をはって
修理した。
　絹をより強く張るためと，スクリーンと絹との接着を補強するために，水張り用のガムテープ
を枠の両面から貼るが，このガムテープによる補強は製版前よりも，製版後に行う方が良いよう
に思われる。製版前に行う場合，直接製版法においては，ガムテープに厚みがあり，その角にヒ
ラーが入りにくいために，ガムテープのきわにピンホールができやすく，インクもれの原因とな
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る。間接製版法においても，ガムテープのきわのスクリーンと原紙が密着できないで，印刷時に
その部分の原紙が破れて，インクもれの原因となることが多い。また，直接感光法では，感光後
水洗いするとき，せっかく貼ったガムテープがはがれてしまって何の役にもたたないことが多く，
またはがれないまでもガムテープのきわにピンホールができやすい。以上のように製版前に補強
することは，ピンホールや原紙を破くなどの原因となる不備な点がでてくるので，製版後に行う
ように指導した。爾，各版とも水性インク使用の場合，あるいは水洗いを多くしなければならな
い場合に，ガムテープがはがれるのを防ぐためテープの部分にラッカーやエナメルを塗って，耐
水効果をもたせるよう予め指示した。しかし，実際にはガムテープの補強をする学生はほとんど
いなかった。1つの絹を何度もくり返して，いろいろな色の版に使用し，各色の印刷する枚数も
5枚位だけなので，学生は手数をはぶくために，ガムテL－一一・プを張らずに印刷するものが多かっ
た。そのような手聞を省く方法のなかに，カッティングした原紙を絹ばりした枠の中央に張りっ
け，まわりは新聞紙をセロテープではりつけて，印刷時にインクのもれるのを防ぐ方法をとった
学生もいたが，印刷枚数が少ないので，こんな半端な方法でも充分有効であった。そのような点
からみて，いわゆる十全の技法によらない，簡便法もかなり研究する必要があろうかと考えられ
る。
　直接製版法のうちのよけぬり法を使って一版多色刷りを行った作品にっいては，7色仕上げの
予定が5色目を刷った後万年筆で6色目（6版目）の形を描いている途中，ペン先で絹を切って
しまい，版が使えなくなったため，完全に刷り上げることが出来なかったという失敗があった。
ヵレンダーの課題において，いわゆる淡彩画による原画を描いた学生がこの技法で版を製作して
いる。
　直接製版法の洗出し法による版は，他と比べて，画面にいろいろな調子が出せるのが特徴であ
る。ツーシェをブラシや霧吹きを使って，ちらして調子を作る方法もあり，また，クレヨンを使
ってフロッタージュの効果を容易にとり入れることもできる。しかし，これらの味のある調子は，
同じものを2度っくることは殆んど不可能に近い。したがって，一旦版が目づまりしり破れた場
合に，まず同じ図版を作ることはできない。そこで，この方法による版を予め複数化しておくた
め，ピラーの裏に感光液をぬって硬化させて版を非水溶1生にし，オペキューを水でといたものを
インクがわりにしてフィルムに直接印刷しておくことをこころみた。この結果は極めて有効で
あって，こうすることにより，再び同じ版を必要とする場合に，このフィルムを使って感光法に
よって製版しなおすこと・が可能となり，今迄不可能とされていた洗い出し法の版を複数化するこ
とが可能となったも
　洗い出し法による製版を用いる場合，学生の手ぎわのわるい作業において，この複数化の方法
は比較的便利かつ有効な手段といえよう。ただし，この場合の欠点として，版の裏面から感光液
をぬるときに，表側の描画ピラーを溶してしまってピンホールを作り易い。そこで描画ピラーを
使わずにはじめからピラーのかわりに感光剤（感光シルクスクリーン用，感光ピラー4に対して
感光液1の混合液，または，スクリーン印刷用感光乳剤・みのスクリーンコートNo．100を5に対
してB液1の混合液）を塗布し，暗室にて乾燥させ，乾燥後すぐガソリンでッーシェやクレヨソ
を洗い出し，完全に洗い出したならば，そのスクリーンを感光させて皮膜を硬化させ非水溶性の
版にする方法を試みて成功した。このようにしてできた版は，学生が水溶性・非水溶性のいずれ
のインクを用いても版がこわれることがなくてすみ，非常に便利である。ただし，一度硬化させ
た版のスクリーンは専門の離剥剤を使って感光膜をとり去ることにより再生可能ではあるが，こ
の薬剤は絹を非常に痛めるので，この方法をとることは好ましくない。
　⑧インクの堅さと刷りに関しては，インクを指定された通りに混ぜあわせてよくねっても，紙
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の用意など準備やその他のことのために，刷るまでに時間をかけてしまってインクがかたくなっ
たのを不用意にそのまま使ったために，もり上りすぎた作品もいくっかあった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11）　　　　　　　　　　　　　12）　カレンダーの課題の場合，5枚提出のうち1枚はシーチングに，もう1枚は不織布に印刷した。
不織布に印刷した場合は，インクのすいこみがよく，且っ透明効果も生じたため，シルクのイン
ク特有の不透明な重さが消されて地色の白の美しさに各色が非常にあざやかに印刷されるため，
ケント紙や芯地に刷ったものより，はるかに美しく刷り上り，極めて効果的である。学生達も思
いがけない効果に驚いていた。
　印刷台として，トレース台を兼用したが透光により重ねを確認できるので，トンボだけによる
印刷のときより版のずれがほとんどないので極めて有効である。スキージーに関しては長さのこ
となる数本のスキージーを15人共同で使用したため，エッジが丸くなるのが早く，各自でていね
いにやすりをかけないため，すり上りの美しさをマイナスにしている作品がかなりある。スキー
ジーに傷がっいて痛んでいる状態の場合には，スキージーを摺動させた方向にしまのように跡が
のこる。スキージーが丸くなっている場合は，インクの量が多くなり形が鮮明に刷り上らなくな
る。また，すりの角度を低く（20度位）すると，やはりインクの量が多くなり，シャープな形が
得られない。
　カレンダーの課題において，1っの絹ばりした枠の中にいくつもの異る版をっくってあるため
に，一色刷るたびに，他の不必要な版の下は新聞紙でふさがれることになる。ところがこれを不
用意に行うために完全にふさぎきれずに，関係のない形が印刷されてしまったり，刷りたい形の
一部分まで新聞紙でかくしてしまったりした失敗がかなりみられた。また，各版は，枠の内側5
cm位の位置より中央にかけて置くように指導したにもかかわらず枠ぎりぎりに版をっくり，その
ためスキージーを一定の角度に保てずにインクのもり上りをきたなくした例もあった。原紙と絹
との接着が悪く，刷っている途中ではがれかけてきた版もあった。この場合は，ガソリンで洗っ
て，アイロンをかけ，はがれた所をなおしてからまた刷った。
　1度絹張りした枠を何度も使用するために，絹再生液を使って版をこすったり，アイロンをか
けたり，ガソリンで洗うときに強くこすったりするために，絹がだんだんゆるんでくる。そのた
め，版を浮かせるためにっけた枕も絹がたるんでくると役に立たなくなってくる。このたるみを
なくすには，絹の裏表から水をひいてそのままかわかす方法をとった。完全にはもどらないが，
多少は印刷しやすくなる。また，枕を入れるのをわすれて印刷してしまい，インクで絹と紙がく
っっいた状態になったのを手ではがしてとった作品もあった。
　せっかく刷り上った作品でもインクが，完全にかわかないうちに別の刷り上ったのをのせてし
まって，部分的にインクのはげた状態のものにしてしまったり，インクをねってよごれた手で紙
をさわってよごしてしまったりして，不慣れとあわてるための失敗で，5枚するためには，5枚
以上の紙を用意しておかなければならなかった。苦心の末作品を刷り上げ喜びの余り，版を洗っ
たりスキージーのインクをおとしたり，ペインティングナイフをきれいにしたりするなどの後始
末をいっさいわすれてしまう学生もなかにはみられた。版を洗わずにおくと絹が目づまりして後
使いものにならず，新しく絹張りをしなければならなくなる。また洗っても孔版の部分だけイン
クをおとし，原紙の部分のインクをおとさずにおいたため，再生がきかなくなり絹をはりなおし
た者も数人いた。
　以上のように，学生自身に作業をまかせると，予想できないような失敗をするので，特に今回
のような大きな版を使う実習では学生数が少ない方が指導しやすい。今迄の経験では，30人以上
では個人指導は大変困難であるといえよう。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゼP＃ロ　④色の調合に関しては，はじめにインクに対する00ワニスやエキステンダーの混合の割合を
指示したにもかかわらず，00ワニスの分量が多すぎたため，特に光沢のある色rbS－一一つの画面の
中に1～2色印刷され，それがマットの色の部分とアンバランスな色構成になってしまった作品
もあった。平素，数色のポスターカラーを混合させて，きわめて濁った色しかだせない学生も，
指定のインクを使用することにより作品を美しく仕上げることができた。
W　インクの効果
　シルクスクリーンの場合には，細かい絹目を通してインクが押しだされ，それによって印刷が
行われるものであるので，当然それに適した性質のインクが要求される。即ち版透過，押出性の
よいインクが必要で，流動性が大きく適当に腰がきれ（インクの引きが短いこと），粘りが少な
く，速乾性・接着性にすぐれたものが望ましい。
　被印刷面の素材に対して，それぞれの材料に適した専門のインクが作られているが，課題では，
主として紙用と布用とを使いわけてみた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）　布用としては，ニューラクチミンカラーを使用した。
　ニューラクチミンカラーの色糊の標準処法（メーカー指定）は表1の割合を基準とした。
表1
淡 中 濃
New　Laqutimille　Color1％（以下も含む）
Binder（BKG－1）
Reducer（HM－100）
合 計
5％
96％
100％
5％
10～15％
85～80％
10％
20％
70％
100％ 100％
　表1の割合で混合した色糊を使用するのであるが，授業時間中には，便宜上Reducer　7～8
に対してBinder　3～2の割合で混合した糊を予め用意しておき，それに自分の好みの色にな
るまでNew　Laqutimine　Colorを混入し色糊を作らせている。但しNew　Laqutimine　Color
は混合糊の1割以上にならないことを学生に注意しておく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）　紙用インクとしては，グランドカラご（シルクスクリーン用インク）と，スピードキング（リ
トグラフ用インク）の2種類を主に使用している。その他にも，油絵具・水彩絵具・ポスターカ
ラー・日本画顔料・墨汁・金粉・銀粉等，比較的自由に使えるのであるが，課題においては，上
記の2種類にかぎってみた。これは主に学生の色彩的感覚が不十分であるため，一応のレベルを
保っための配慮の結果である。
　シルク用インクは，インク層が他の種類と比べて非常に厚く被覆力が大きいので，濃色に淡色
を刷り重ねることが容易であるが，シルクスクリーン用のインクでは肉をもちやすい。インクが
画面にもり上った状態を特に利用する場合もあるが，課題のときに印刷する場合には，逆に盛り
上がらない方が良い。パッケージングデザィンの印刷やカレンダーの印刷のように，商品になっ
たときと同じ印刷効果を求めるときは，シルク用インク使用はあまり望ましくない。特に，カレ
ンダーのように何枚もかさねる場合には印刷の部分がかさばることにもなる。そのため，うすく
刷り上るリトグラフ用のインクも使用することことにしたが，極めて有効であった。特に発色の
点においては，シルクスクリーン用のインクは遙かに及ぼないことが確認された。
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1．　リトグラフ用インク（Speed　King）について，表2のような割合で混合させて，その刷
り上りの効果を検討した。
表2
No．
1
2
3
4
5
6
7
8
9
レンク
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ゼロゼロ
00　ワニス
1
1
1
2
2
1
1
1
3
ドライヤー
0．5
0．5
0．5
0．5
0．5
0．3
0．3
0．3
0．5
エキステンダー
1
2
3
1
ワ］
1
2
4
2
ガ　ソ　リ　ン
ナ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
シ
　表2による調合インクは，ガソリンを加えなくてもいずれも全体にやX柔めであるが，その刷
り上りの色，表面のっや・むらなどを検討してみて，No．7の混合の割合が比較的良好であった
ので，それを学生に指示した。00ワニスやドライヤーが全体に対して少し多めの混合のもの
（例えばNo．7よりNo．2が，またNo．8よりNo．9）は，数週間経過後には，インクのまわりや
多色を重ねた場合には下の紙に油の黄色いにじみがみられる。学生には，いちいち天びんで細密
に計らせるわけにはいかないので，大体の割合になってしまったが，全体的にみて，印刷後6時
間経過すると，指で強くこすってもおちない状態になっていた。1日おけば完全といえる。
2．　シルクスクリーン用インク（grand　color）
表3
No．
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
イ ン ク
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
エキステンダー
ナ
0．5
1
2
4
8
12
16
20
30
シ
ド　ラ　イ　ヤ　ー
数極
ナ
少
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
滴　量
シ
ガ　　ソ　　リ　　ン
極
ナ
少
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
量
シ
どの種のインクにも使うエキステンダー（増量剤）一乳白色のエマルジョンーは，グラン
ドカラーの場合，イソク1に対して壱（No．2）　（表3参照、）が一番インクの色を美しく出し，
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それ以上になると，インクの色もうすく，しかも被印刷面（この場合は紙）の色も加って，イン
クの色とはまったく異る濃さに刷上ってしまう。（図3）但し意図的に黒インクを使って，うす
墨色を出す場合などには，エキンテンダーの多い方が効果的な使用法といえる。No．1のインク
だけの色もあまり美しいとは云えないし刷りにくくもある。
表4
No．
1
2
3
4
5
6
イ ン ク
1
1
1
1
1
1
ゼPゼP
OO　　ワ　　ニ　　ス
1
1
1
3
5
10
トキステン妙
1
2
4
10
15
20
ド　ラ　イ　ヤ　ー
少
〃
〃
〃
〃
〃
量
　グランドカラーはそのままでも印刷できるが，スキージーの動きも悪く，不経済でもあるので，
インクを多少増量しうすめる油として，乾燥を遅れさせる性質を持っ00ワ子スをインクにまぜ
る。エキステンダーだけのときのような，粉っぽさがなくなる。しかし，全体の分量に対する0
0ワニスの割合を多くすると，刷った後シルクに紙がペッタリくっついた状態になって，手では
がさなければならない。刷り上りはインクののりも均一でなく形の輪郭もはっきりでない。印刷
しやすいマヨネーズ状にするためにエキステンダーを入れると，色がうすくなってしまう。刷上
りの表（図4）でわかるように，インク1に対して00ワニス1あるいはそれ以上は刷り上りが
よくない。（表4参照）そこで，1以下の青・去・売の3段階について印刷してみた。（表5参
照）
表5
No．
1
2
3
1－A
1－B
1－C
2－A
2－B
2－C
3－A
3－B
3－C
イ　　ン　　ク
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
00　ワニス ドライヤー
少
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
量
iガソリン
少
ナ
少
ナ
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
量
シ
量
シ
エキステンダー
ナ
〃
〃
1
2
1
2
1
2
シ
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No．2 No．3
圏國圏囲囲圏圏囲
No．4
圏麗囲圏閣圏圏圏
No．5
簸籔購籔籔騒麟懸
No．6
購麟醐
綴駈薩驚爾圏
図4
　その結果養（No・1）は形も色の面も美しく仕上るが，壱（No．3），を（No．2）の両方とも
表面のイ1ンクがべとっいた感じになり，輪郭もはみ出た刷上りになってしまって適量でないこと
がわかった。
　以上の結果からグランド・カラーを使用する場合のインクの割合をNo．1－Aを基準とするよ
うに指示した。
　使用色によっては，リトグラフのインクとシルクスクリーン用インクと混ぜないと色が出ない
場合がある。その場合には，①リトグラフ用インク，②00ワニス，③液体ドライヤー，④エキ
ステンダー，⑤シルクスクリーン用インク　の順に混合するように注意した。
　インクに透明性を持たせるためにメジュームも使用したが，多すぎると刷り上りの表面がかな
りっやをもち，色によっては品がなくなるので学生は好まず，1色は試みても2色目からは，エ
キステンダーでうすめた状態のインクにして使用していた。
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VIIその他の問題点
　3課題のうちカレンダーの課題に関して云えることは，四季の感情表現をテーマとしたため，
常識的な区分によって12月・1月・2月が冬となり，3月から始まる形式のカレンダーとなって
しまった。また，季節感の感情表現のたゆに，夏は涼しい感じのものではなく暑さを表現したも
のとなり，冬は逆にさむさを表現したイラストレーションになったため，実際に使用する場合は
問題があるものもあった。
　原画を製版の準備としてトレースする時に，客観的に正確にトレースをしなかった学生が多く
みられた。しかしそれは，怠慢のためとか技術的な原因によるものではなく，時間をかけて作業
を進めるうちに，少しづっ手を加えたり，変更したりして，結果的には全員が，パネルに描いた
デザイン（原画）よりも，刷り上げたデザインの方がはるかにすっきりと，美しくまとめられて
いる。このようなことは版として考えると決して好ましいことではないが，学校教育における一
っの特徴的な面として，積極的に評価することが必要であろう。
　シルクスクリL－一一ンにむかない原画，例えば水彩画などは，一筆一筆の濃淡を3段位にわけて直
接法のよけぬり法により版をっくって印刷した。これは非常に手間がかかり，技術も要するので
時間がかなりかかったが，どのような結果となるかを理解させるために，敢えて計画を変更させ
ることはしなかった。
　一般にシルクスクリーンの作業は，水洗い・ガソリン洗い・乾燥など，手をよごす仕事であり
日照も必要であるために，冬期間向きでないと云える。特に当地においては季節的に4月から9
月頃までの間に行わなければならない。その点からも，今年度は4月はじめの課題としてあっ
かった。
　1週2時間（90分×2）の課題では，短い時間内に技法を修得し，しかも失敗のない課題作品
を提出させるためには，各学生に指導者の眼が完全にゆきとどかなければならない・この意味か
らは，今回の学生数15名が限度とも云えそうである。
　次回の課題には，講義する時間を短縮して，教室の今までの体験をまとめたものでテキストを
作り，各学生の手もとにおき，能率よくもっと効果的な授業にしたいと考えている。
　シルクスクリーンにかぎらず，各技法を使いわけられるようになること自体も，デザインの授
業内容の一部として必要ではあるが，それ以上に，やはり発想段階が重要な位置をしめることは
云うまでもない。それによる豊かなデザインが確実な表現技法をともなって，はじめて人に伝達
しうる状態になるのである。
　シルクスクリーンが，単なる技法におわらず，デザイン発想を助け，学生の若くて豊富なイメ
ージを自由に表現させるのに役立っようにしむけてゆきたいと考える。シルクスクリーンを通し
て，色彩の勉強をしたり，構成練習をし，また，新しいパターンを生みだすのにもシルクスクリ
ーンを利用することにより，より効果的に進めることが可能となるであろう。ポスターカラーの
塗り方に時間を費すことよりも，一層有効な表現法であることが確められた。
皿結 語
　以上の考察から，学校教育において版画の表現法の習得の点だけでなく，デザインのプレゼン
テーショソとしてシルクスクリーンをとり入れることは，単に効果的な一技法としてだけでなく，
アイディアの発想をうながし，デザインの基礎的な実技としての色彩や構成などの感覚訓練にも
役立つ事が認められた。特にデザインの専門的教育によるデザイナー教育を主とする場ではない
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本学のような場合には，極めて有効な表現法であるといえる。原画に少しづっ手を加えて修正し
ながら版をっくり，印刷した自分の作品を原画とくらべてみて，課題とは別に原画を自発的にデ
ザインして，よりよい結果を得ている学生もでてくるなどからも，本学のデザイン教育にシルク
スクリーンを活用させたことの成果を認めることができる。今後も，シルクスクリーンによるデ
ザインの課題内容を検討して，更に若い世代にアピールして，彼女らの創作意慾を刺激できる
一層充実した内容の課題を研究，実施してゆきたいと考える。また，本稿では意図的に触れなか
った，シルクスクリーソにおける色彩効果の問題にっいては，稿を改めてとり上げたい考えであ
る。
　なお，シルクスクリーンの実施に際し，植田理邦氏，女子美術大学講師荒井健氏，文化女子大
学講師相良さち子氏に御教示をいただき，また，アルミ板腐蝕にっいては本学木藤半平助教授に
指導を頂いたことを記して感謝いたします。
註 記
1）silk　screen　prosess　printingの訳，これは米国式の名称で英国ではStencil　process　printingと
　　呼ばれるという。我国ではシルクスクリーンのほか，プロセス印刷・孔版プロセス・グランド印刷など
　　　とも呼ばれている。
　　　鼻新スクリーン印刷技法　pp．9～16参照。
　　　　を2）R．Mayer，　A　Dictionary　of　Art　terms　and　Techniques．ならびに
　　　J．D．　Stephenson，　From　old　stencils　to　silk　screening　pp．3～9参照。
3）いわゆる伊勢型紙の一。白子は現在の三重県鈴鹿市に当り，8世紀後半頃発明されたといわれるが，江
　　戸時代に入り紀州藩の保護統制の下で，著しい発達がみられた。
4）平織taffta　weaveとからみ織interlocked　weaveの2種を使用。シルクスクリーン用として前
　　者をS・P，N・P，後者をWX（X・X）と呼んでいる。原画や製版法別にメヅシュ数の違ったもの
　　を使いわける。
　　　植田理邦，シルクスクリーン（p．2）参照。
5）R．Mayer，　op．　cit．　J．B．　Stephenson，　oP．　cit．　P．66
　　　植田理邦，前掲書，pp．16～17参照。
6）Squeegee，シルクの目を通して，インクを被印刷面に押し出すための道具で，弾性ある合成ゴムの厚
　　いブレードをもつ一種のヘラ。
　　　R．Mayer，　oP．　cit，
　　　植田理邦，前掲書p．33参照。
7）　シルクに直接手描きなどで製版する方法であり，画の部分などを残してゆくよけぬり法と，シルク全面
　　を一度っぶしてから画の部分を洗い出してゆく洗い出しwash　out法とに大別できる。プロヅクする
　　ものとして水溶性（膠など）溶アルコール性（ッーシli・クレヨンなど）のものなどいろいろ考えられ
　　る。
8）　カッテイングペーパーとしては5種類ほど挙げられているが，我々の場合，ピラー原紙とシエラックニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　／’　　ス原紙の2種類を使用した。
　　　植田理邦，前掲書p．39参照。
9）　印刷台兼用式　65×50×15cm（ケミカルランプ使用，8つ切・4つ切兼用型），新日本造形株式会社製
　　を使用。
10）　日立アイロン＜K－612＞60W
11）　SHEETINGッヅキボウ　＃2023を使用
12）VILENE東レバイリーンNo．120日本バイリーン株式会社製を使用。
13）New　Laqutimine　Color（大日精化工業株式会社）
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14）Grand　color（MINOSHIGYOSHO　COりLTD・）
15）　Speed　king（東洋インキ製造株式会社）
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